
１２ 

 

 

「大切な心と体を守るために」 
～「性暴力」の被害者・加害者・傍観者にならな

いようにするために～ 

 

１年生 保健体育（保健分野） 

 
○性暴力についての様々な知識を身に付けるとともに、人との「距離感」について、

事例をもとに考え、身近な問題としてとらえることができるようにする。 

○デートＤＶについて、事例をもとに「好きならＯＫ」という思い込みを表面化し、

「一方的に」「相手の気持ちを無視」が暴力につながる可能性を整理する。 

 

中学校学習指導要領（保健体育：保健分野）との関連 

（2）心身の機能の発達と心の健康 

イ 心身の機能の発達と心の健康について、課題を発見し、その解決に向け

て思考し判断するとともに、それらを表現すること。  

 

○文部科学省教材（中学校用）スライド資料、動画資料を使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇過去に辛い経験をもつ生徒がいる可能性を常に念頭に置き、事前アンケートを通

して生徒の実態や不安の有無を把握するなど、心理的安全性の確保に十分配慮し

て授業を実施する。 

〇保護者と指導内容を共有し理解を得ることで、家庭における安全管理や保護

者の意識向上へとつなげていく。 
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「性暴力」について、正しい認識を

することができるよう、教材を活用し

ながら、丁寧に説明する。 

デート DV、SNS 被害の例から、支

配・コントロールなども暴力として捉

えることができるようにする。 

自分と相手を守る「距離感」につい

て意識することは「性暴力」を防ぐこ

とにつながることを理解できるように

する。 

よりよい人間関係をつくる上では

「同意」や「尊重」が大切であること

を理解できるようにする。 

 

※スライド・イラスト：文部科学省「生命（いのち）の安全教育」の教材より引用 



１３ 

 

 
 

本時の目標 ○性に関する適切な態度や判断、行動の選択が自他の安全を守るために必要

であることを理解し、安全を確保するための適切な意思決定・行動選択を

判断できるようにする。 

学習内容・活動等 留意点等 

○本時の学習内容について確認する。 

 

 

○「性暴力」にはどのようなものがあるか知る。 

         ・20歳未満の被害が多い 

         ・加害者が身近な人である場合も少なくない 

 

 

○身近な事例から考えたことをグループや全体で交流する。 

・事例１「デートＤＶ」…好きだったらいいの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事例２「ＳＮＳ等を通じた被害」 

…自分の情報を伝えていいの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りをワークシートに記入する。 

○「もし被害にあいそうになったらどうするか」を考える。 

・学習中に不調を訴えて

退出したい等の場合は

教師に申し出ること等

を伝える。 

 

 

 

 

・自分の気持ちを伝えら

れないなど、非対等な

人間関係が、性暴力に

つながる可能性がある

ことを気付かせるよう

にする。 

 

・対話を通して、安心で

きる「体の距離感」「心

の距離感」は、人によ

って違うことを理解で

きるようにする。 

 

 

・「もし友達が被害者や加

害者になりそうだった

らどうするか」につい

て問うことで、傍観者

にならない、という視

点で考えることができ

るようにする。 

 

 

・相談先や相談方法につ

いて、具体例を示す。 

 

 

 

本時の展開                    

「性暴力」の被害者・加害者・傍観者にならないようにするために 

データから… 

どのようにすれば、被害に遭わないか、加害者にならないか。 

相手の気持ちや相手

の同意を確かめない

と… 

思い込みや勘違い

で、相手を傷つける

可能性がありそう… 

知らない相手との

「距離感」をしっか

り考えないと… 

もし下着姿や裸の写

真を送ったらどうな

るのかな… 

相手との「距離感」を大切にしたり、意識したりするこ

とで、よりよい人間関係を築ける。性暴力防止につなが

るね。 

「嫌だ」としっ

かり伝える。 

逃げたり、距離を

とったりする。 
一人で抱え込まず

相談する。 

※スライド・イラスト：文部科学省「生命（いのち）の安全教育」の教材より引用 



１４ 

本校中学校区の３校で指導案検討・授業実践を行い、計画段階から各校種の実情を共有できたこ

とは極めて有益であった。性暴力の低年齢化・深刻化を鑑みると、小学校段階から系統的な指導計

画を策定することの重要性を再認識した。 

 授業後の振り返り等から、生徒が自分事と捉えて考えることができたことを確認することができた。 

＜生徒のワークシートの記述から＞ 
・性暴力について全然何も知らなかったし、聞いたことがあったけど、私には関係ないと思っていまし
た。でも今日勉強してみて、性暴力の被害者、加害者のどちらにもなり得ることがわかって少し怖かっ
たです。・被害者・加害者にならないように、自分の意見をしっかり伝えたり、相手のことを考えられる
ように気をつけたりしたいなと思いました。 

・中学生になって、性行為などの話題がよく出るけれど、軽く考えてはいけないし、相手を尊重しながら
自分の気持ちを伝えることが大切だと改めて思いました。・人間関係は、近ければ近いほどいいってこと
じゃないから、ほどよい距離感をとったり、お互いがお互いのことをしっかり考えたりして、自分と相
手を守っていけたらいいと思いました。 

・改めて性暴力って怖いなって思ったし、自分ももし、知らないうちに加害者になっていたらと考えると
こわいので、相手の気持ちを考えて、お互いに気持ちよく過ごせるようにしたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本実践の成果と課題について 

本実践から考えたこと 

パートナー校との連携について 

教育課程・学校安全計画への位置づけ、指導体制等について 

今回は、保健体育科（保健分野）の１時間として計画したが、内容が多岐に渡るため単発の指導

には限界がある。多角的な視点からの教育や段階的・継続的な指導が不可欠であり、道徳や特別活

動、総合的な学習の時間を含め、教育課程・学校安全計画に明確に位置付ける必要性を強く実感し

ている。 

・特別活動での展開： 

「より良い人間関係の構築」の観点から、デジタル性暴力防止や SNS における適切な距離感につ

いて話し合う実践が有効である。 

・学校安全計画への反映：  

各項目に位置付け、系統的な教育の実施、校内体制の整備（発生時の対応、教職員研修、保護

者・地域連携）を進める必要があると感じた。一部の教員や授業に限定せず、学校全体で生徒の安

全・安心を支える体制づくりが重要である。 

 

 

生徒の様子・ワークシートの記述から 

中学生はスマホやＳＮＳの使用が日常化しており、性的画像の送受信による被害や、性的同意が

曖昧なままの身体的接触によるトラブルは、どの子にもどの学校にも起こり得る状況になっている

と感じている。本実践の導入段階では、デートＤＶにおける束縛を「愛されている証」と考える生

徒も複数おり、性暴力への認識が極めて低い実態があることが分かり、予防的観点からの「生命

（いのち）の安全教育」の必要性を痛感した。 

本実践では、文部科学省の指導指針に基づき、「性暴力とは何か」を生徒が自分のこととして捉

え、「自他の尊重」「ＳＮＳの危険性」「性暴力」「デートＤＶ」の事例把握から対処法の習得まで、

内容を網羅的に学習できるよう構築した。しかし、指導すべき内容が多岐にわたり、一つ一つをじ

っくり扱うことができなかった。今後はさらに厚みのある計画とするため、学年ごとに内容の重点

化を図っていきたい。課題を焦点化し、探究活動の時間を十分に確保することで、主体的な学びを

実現することができると考える。 


